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【 リレーエッセー 】

News Letter

●次回は、札幌CBT&EAPセンター保健師原洋美です。

我が国の働き方改革は、「少子高齢化に伴う
生産年齢人口の減少」「育児や介護との両立な
ど、働く方のニーズの多様化」などの今後の重
要な課題を意識して進められています（？）。
各企業が、労働環境の改善への取り組みを行い、
ワークライフバランスを向上させることを目的
とし、その結果企業の生産性の向上にも繋がる
と説明されています。
改革に向けた実際の取り組みとして、時間外

労働の上限規制、労働時間の短縮や休暇取得の
推進、健康管理・メンタルヘルスへの配慮など
があります。

そもそも、改革の意図と取り組みが素直に結び
つかない（違和感を覚える）のは私だけでしょ
うか？

実際としても、大企業では積極的な取り組み
が行われる中、中小企業ではなかなか進まない
のも現状です。五稜会病院では令和6年4月よ
り完全な4週8休となり年間休日125日となり
ました。（職員にとって休みが増えることは純
粋にうれしい事ですが、、、）大規模病院では
完全週休2日が基本ですが、人員の余力がない
中小規模病院ではまだまだです。
また、医療現場においても長時間労働の是正

により、実務の経験を積む機会が減少する可能
性も無いとは言えません。そもそもの長時間労
働による健康被害などを問題としての対策であ
る事を踏まえ両面からの検討と対策が必要と考
えます。

今後は、休日が増えることでプライベートな
時間の有効な活用を重視する職員も増えると思
います。当院でも一定の副業を認めるため「副
業に関する規定」を設ける事としました。中に
は、自分の専門性を高めるためスキルアップや
キャリアチェンジの機会と考える方も居るのは
事実です。

職員がどの様な経験を積み成長したいか？

個々が「自己成長への投資」を考える事は非
常に重要だと思います。仕事の仕方においても、
自分がたくさんの経験（幅広い経験）がしたけ
れば、会社（上司）に対しこの旨の意思表示を
する事が、お互いのモチベーションにプラスに
なる事も多くあります。労働時間の短縮におい
ては企業側も効率的な仕事の進め方、短時間で
成果を上げるスキルを身に着けた者の育成と成
長の個々への評価がより必要となるでしょう。
『働き方改革』とは、労働者にとって個々の

事情に応じ、多様な働き方を選択できる社会で
あり、自分自身の成長を確認でき、将来の展望
を持てる社会を目指すことです。
また、労働時間の短縮を成長の妨げではなく、

自己成長を促進する機会として活用して欲しい
と思います

世の中の
『働き方改革』について思う事

田中倉一医療法人社団五稜会病院事務長



２
どんな年代の人が、どんな健康問題で仕事を休むのか

【 TOPICS 】

傷病手当金の支給件数を
見てみましょう

従業員がケガや病気で働けなくなることは、本
人にとっても大きな問題ですが、職場にとっても
生産性の低下に直結する大問題です。どのような
人が、どのような健康問題で働けない状態に陥り
やすいのか知ることは、職場として従業員の健康
を守り、生産性の低下を防止するための取り組み
を考えていく上で役に立つ情報だと思います。
今回は日本最大の公的医療保険を運営する公法

人である全国健康保険協会（協会けんぽ）が公表
している傷病手当金の最新データ（現金給付受給
者状況調査報告令和5年度版）を見てみましょう。
傷病手当金は、健康保険に加入する労働者が、

業務や通勤以外で負ったケガや病気の療養のため、
仕事ができない期間の生活を支える目的で健康保
険組合が現金を給付する仕組みです。傷病手当金
のデータを見ることで、どのような人が、どのよ
うな健康問題で働けない状態に陥り、仕事をどの
位の期間休んだのかといった情報が得られます。

ちなみに協会けんぽの被保険者（主に中小企業
の従業員）は約2,500万人。被扶養者を合わせる
と約4,000万人となり、日本人の3割が協会けん
ぽに加入していることになります。

受給者が多いのは30～50代、
年齢が上がるにつれ休職は増える

令和5年度の傷病手当金の支給件数は16万
9957件。平均支給期間は158.2日でした。協会
けんぽの被保険者のうち17万人が約5か月間仕
事を休んだことになります。
傷病手当金の支給件数を年代別に見てみると、

最も多いのが50代。次いで40代。その後に30
代、20代、60代と続きます（図1の縦棒）。

メンタルヘルス問題での休職者は、
どの年代でも同じくらい存在する

傷病手当金を受給する理由となった傷病を年代
別に見ると、10～40代では4割以上をメンタル
ヘルスの問題が占めています。また、年代が上が
るにつれてメンタルヘルスとコロナの割合は低下
し、がん、筋骨格・関節、循環器系の割合が増加
していることが分かります（図１の折れ線）。
一見すると「メンタルヘルスの問題で休職する

人は若い人に多い」ように見えるかもしれません。
しかし、協会けんぽの被保険者数（2023年10
月時点）に占めるメンタルヘルスの問題に支給件
数の割合を算出したところ、最も高かったのは
60代、次いで20代、70代でした。メンタルヘ
ルスの問題で休職する人は、どの年代にも大体同
じくらいの割合でいたことが分かります（表1） 。

図1.年代別の傷病手当金の支給件数と受給の理由となった傷病

表1.各年代の被保険者数に占め
る、メンタルヘルスの問題による
傷病手当金の支給件数の割合

年代
（被保険者数）

％

10代
（128,712人） 0.57%
20代

（3,790,669人） 0.76%
30代

（4,746,611人） 0.67%
40代

（6,046,912人） 0.56%
50代

（5,967,905人） 0.67%
60代

（3,608,581人） 0.79%
70代以上
（920,935人） 0.72%
総計

（25,210,325人） 0.67%



Our IDEAs

メンタルヘルスの問題による受給
の増加が続いている

近年の傷病手当金の支給件数に占める各傷病の
比率の推移をみてみると、メンタルヘルスの問題
（精神疾患）が総数の35.2%を占めています。
メンタルヘルスの問題による傷病手当金の支給件
数の増加が続いており。2010年度の約3倍に達
しています（図3）。

仕事に復帰できるまでの期間は、
メンタル、がん、循環器系で長い

傷病手当金の支給件数の多い傷病の平均支給期
間をみてみると、最も長かったのはメンタルヘル
スで約7か月、循環器系、がんで約6か月半、筋
骨格・関節、外傷・中毒などもそれぞれ約5か月、
約3ヵ月半となっています（図2）。

図3.傷病手当金の受給理由となった傷病の支給件数
に占める割合とメンタルヘルスの件数

図2.傷病別の傷病手当金の平均支給期間

⚫ メンタルヘルスの病気は若いうちから発症する可能性が高く、
年齢と共にメンタルヘルスの病気以外の病気“にも”かかりやすくなる

中村 亨
公認心理師

産業カウンセラー

年齢が上がるにつれ傷病手当金の支給件数
が増えるというデータは、「年齢を重ねるほ
どケガや病気で仕事が出来ない状態に陥りや
すくなる」という一般的な健康や病気のイメ
ージと一致します。一方、メンタルヘルスの
問題で仕事が出来なくなる人の割合は、年代
にかかわらずほほ一定であるというデータは、
「メンタルヘルス不調は若い人に多い」とい
うイメージを持つ人には意外かもしれません。
病気のなりやすさという点では、若い人は

「メンタルヘルスの病気になりやすい」とい
うより、「メンタルヘルスの病気以外の病気
になりにくい」という言い方が適切だと思い
ます。多くの病気は不健康な生活習慣の積み
重ねと身体の機能低下（老化）が関係するた
め、年齢の上昇に伴い病気になる可能性が高
くなっていきます。メンタルヘルスの病気は
発症年齢が低く、発症年齢の中央値は男性が
19歳、女性で20歳だったとする研究もあり
ます。大雑把に言えば「メンタルヘルスの病
気は若いうちから発症する可能性が高く、年

齢が上がっていくと、メンタルヘルスの病気
以外の病気“にも”かかりやすくなってい
く」ということになります。図1と表1を見
てもそうした傾向が確認できると思います。
職場の課題とその対策という点では、メン

タルヘルス対策と労働者の高齢化対策が重要
になることは明らかです。メンタルヘルスの
問題は年齢に関わらず生じ、休む期間も長く、
近年増加傾向が続いているという点でも喫緊
の課題です。また、今後労働者の高齢化が一
層進むことを考えると、年齢の上昇に伴いケ
ガや病気で仕事を休む可能性が高まることを
管理監督者が十分に認識し、配慮を行う必要
があります。同時に若いうちから身体の老化
を防ぐ取り組みも大切になります。
職場として目指した方が良いことは単純で

す。健康な生活習慣とそれを維持できる働き
方の実現。なぜならメンタルヘルス不調も身
体の老化も健康的な生活習慣によって抑制で
きることが分かっており、それ以外の方法は
まだ分かっていないのですから。



３【 センターからのお知らせ 】

センター主催セミナーについて

お申込み受付中のオンラインセミナー（2025年2月1日現在）

● 受講料：3,000円（税込） ● 定員：100名

● 受講料のお支払は事前のオンライン決済または銀行振込となります。振込手数料
はご負担ください。また入金後にキャンセルされた場合は受講料の返金はいたし
ません。予めご了承ください。

● トータルサポートプラン、産業医をご契約のお客様は1アカウント分の受講料が
無料となります。御社を担当している当センタースタッフへお申し込みください。

● ZOOMを使用した登録制オンラインセミナーです。講演中にZOOMアプリの機能
を用いて受講する皆様の意見を伺ったり、質問したりする場合がありますので、
受講の際にはZOOMアプリのダウンロードや最新版への更新をお願いします。

● 開催日から2度目の日曜日まで、録画映像の視聴が可能です。

【 受講の流れ 】

以下のQRコードまたは
当センターのHPから、
予約サイト（Store予
約）へ
お進みく
ださい。

「オンライン決済」又は
「銀行振込」にて受講料
をお支払い下さい。

入金が確認できた方に
は、受付締切後に登録
用URLをお送りします。

登録いただくと受講用
URLが発行されます。

開催日時にPCなどで受
講用URLへ接続してく
ださい。

【 開催日時 】 【 タイトル 】 【 講師 】

2月 21日(金) 良好なコミュニケーションのコツ：
アサーションって何？

札幌CBT&EAPセンター

センター長 坂野 雄二15:00～16:30
（受付締切：2/14）

3月 21日(金) 誰もが働きやすい職場に向けて：
働く女性のメンタルヘルスの観点から

東京科学大学 助教
東京科学大学発
ベンチャー株式会社BANSO-CO

代表取締役 土井 理美 先生
15:00～16:30
（受付締切：3/14）

2025年度に実施予定のセミナー

サイコロジカルファースト・エイド実技研修（対面）
日時：

場所：

内容： 今年1月にオンラインセミナーで大沼先生（国立研究開発法人 国立精神・神
経医療研究センター）にご講演いただいたサイコロジカルファースト・エイ
ドの関わり方を、ロールプレイなどを行いながら練習します。参加者がサイ
コロジカルファースト・エイドを実践できるようになることを目指します。

現在調整中

⚫ 対面でのセミナー再開第1弾の企画となります。

⚫ 詳細が決まり次第、ニューズレター、ホームページなどでお知らせします。

当センターでは、2020年にコロナの感染拡大のため、それまで開催してきた対面でのセミナーを休止し
ました。その半年後からオンライン開催でのセミナーを再開し、コロナによる制限期間とその解除後も、コ
ロナやインフルエンザなど感染対策が必要であることから、オンラインセミナーを継続してきました。
オンライン開催としたことで時間や場所の制約が減り、 様々な先生に多様なテーマでご講演いただけるよ

うになり、道外在住の方からも数多くのご参加申し込みをいただけるようになりました。講師を務めていた
だいた諸先生方、何よりセミナーに参加いただいた皆様のおかげで、今日までオンラインセミナーの開催を
継続することができました。心より感謝申し上げます。
オンライン開催は利点がある一方で、コミュニケーション・スキルに代表される行動的なスキルや、実際

に体験してみて実践的に学ぶような内容を組み込みにくいという課題もありました。コロナやインフルエン
ザの感染が無くなったわけではありませんが、2025年度はオンライン・セミナーを休止し、対面でのセミ
ナーの再開に踏み切ることといたしました。
対面でのセミナーは、講師のスケジュール調整や開催場所の確保などの開催準備にかかる労力も大きく、

多くても年に数回程度となると思います。また参加者の皆様にも、スケジュールや交通手段の確保など負担
をおかけする部分も少なからずあると思いますが、それ以上の価値があるセミナーを開催していきたいと思
います。引き続き当センター主催のセミナーをどうぞよろしくお願いいたします。

2025年度、札幌CBT&EAPセンターは対面セミナーの再開に取り組みます
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